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インタビュアー（以下、「イン」と略）　時刻は12時５分30秒を回っております。ここからは、ワカバンゲストコーナー、「ワカバンへようこそ」です。無事に飛騨高山からご到着でございます。今日のゲストは、京都大学大学院、理学研究科附属、天文台長でいらっしゃいます。京都大学の花山天文台の天文台長でいらっしゃいます、柴田一成先生です。こんにちは。
柴田　こんにちは。
イン　よろしくお願いいたします。
柴田　よろしくお願いします。
イン　先生とは、お電話では何度か、少しお話をさせていただけたのですけれども、こうしてお会いできるのは初めてです。
柴田　そうですね。
イン　はい。一応私も下調べをさせていただきまして、柴田先生というのはどのような先生なのだろうと思って調べましたら、「宇宙物理学者」と書いてありました。
柴田　はい。
イン　今、曲の間に確認しましたら、宇宙物理でもいいけれども、それでは範囲が広いので、その中でも先生は、太陽・宇宙プラズマ物理学を専門にしているのです。
柴田　はい。
イン　太陽宇宙プラズマ物理学。
柴田　はい。
イン　先生にこれは何かを聞いていると、多分番組が終わってしまうと思うので、少し置いておきます。
柴田　はい。
イン　先生は、やはり小さいときから星などに興味をお持ちだったのですか？
柴田　そうです。わたしはもう少しあれですね、鉄腕アトムとかウルトラマンとか、そのようなものが大好きでした。
イン　はい。
柴田　そのような漫画を見ていますと、宇宙の話がいっぱい出てくるのです。
イン　ええ。
柴田　それで、まず宇宙に興味を持ちました。
イン　はい。
柴田　一方で、自分がどうしてここにいるのだろうか、なぜ生まれたのだろうかというのが不思議でした。
イン　子供のときは、そのようなことを考えますね。
柴田　それを知りたかったのです。
イン　「死んだらどこ行くの？」などです。
柴田　そうです。それをたどっていくと、結局宇宙を理解しないといけないということになったわけです。
イン　自分がどのようにして生まれてきたのかを研究していったら、太陽宇宙プラズマ物理学になったのですか？
柴田　その専門は、何というのでしょう、今の天文学宇宙物理学の、一番の謎というところにつながるということです。
イン　なるほど。
柴田　やっているのですけれども、それは実は今、僕たちがなぜここにいるのかということにも、深くかかわってきているということが、だんだん分かってきました。子供のころに思い描いた謎が、どんどん分かりつつあります。
イン　先生、近付いていっています。
柴田　ワクワクしているのです。
イン　ワクワクされていますか？
柴田　はい、そうなのです。
イン　では、研究を進めれば進めるほど、本当に自分の原点であった、「自分は一体どこから来たんだろう」という問題に、もう一歩一歩近付いていっているのが実感されているのですか？
柴田　ええ、そうなのです。
イン　お会いしてまだ数分しか経っていないのですが、先生は目がキラキラされています。先生、今日の番組のキーワードは、「減ったもの」というテーマです。年齢を重ねていくと、先生が今まさにおっしゃった、ワクワク感というものがやはり減っていくような気がするのですけれども、先生は減ることなく、どんどん増え続けています。
柴田　ええ、そうです。今は本当にすごい時代で、面白いです。
イン　すごい時代で面白いですか？
柴田　ええ、はい。
イン　いつお電話しても、いつも小さい声で携帯に出てくださいます。いつも何か、「あ、今何かの会議中なんやな、きっと」と、わたしは思いながら話していたのです。
柴田　どうもすみません。
イン　それぐらい、もうずっと研究に没頭していらっしゃるのです。その中でも今日は、そのようにして、人がなぜ生まれてきたか、どこから来たかになると、またやはり番組が終わってしまうので、その中でも、今非常に世界的にも注目をされています、太陽のその黒点の話をしていただこうと思うのです。
柴田　はい。
イン　少しこの黒点については、今先生をはじめ、世界中で危ぐされている状態ですか？
柴田　そうなのです。黒点が少ないのです。
イン　黒点が少ないのですか？
柴田　ええ。
イン　先生、大変申し訳ないのですが、簡単に、分かりやすく、短い時間で、黒点とは何かを、少しだけ説明していただけますか？
柴田　はい。黒点というのは、僕らの目で太陽を見たら明るくて見えないのですけれども、望遠鏡を使って拡大をして、どこかに投射して見ますと、黒い点々が見えるのです。それを黒点というのです。望遠鏡で最初に観測した人は、ガリレオ・ガリレイです。
イン　やはり、黒点を見つけたのもそうなのですか？
柴田　ええ。見つけたというのは正確ではないのです。望遠鏡を使って観測して、いろいろなことを明らかにしたのは、ガリレオ・ガリレイです。実は、ものすごく大きな黒点が出たら、目のいい人は、夕日の中で見える人がいるのです。
イン　日食など何かそのようなときに、少し肉眼でも見えたりします。
柴田　日食は太陽が隠れたりしますからあれですけれども。
イン　そのあとでしたでしょうか？
柴田　太陽の面上に、
イン　見えるときがあるのですか？
柴田　現れるので、昨日もそのようなことを言っていた人がいました。太陽が半分ぐらい小さくなれば、黒い点も明るくなくて見える人もいるなどという話もありました。
イン　はい。
柴田　夕日で、
イン　見えるときが。
柴田　昔の人は見ていたのです。中国の記録に残っているのです。お日さんの「日」という、日本の「日」という漢字ですが、あれは、実は真ん中の棒は元々点で、黒点を表していたのではないかという説もあるのです。
イン　はい。
柴田　ですから人類は昔から知っていた可能性があるのですけれども、本当の意味を発見したのは、ガリレオ・ガリレイです。それが増えたり、減ったりすることも分かってきたのです。
イン　黒点が増えたり、減ったりしているのですか？
柴田　ええ。どうして黒点ができるのか、実はガリレオ以来400年経っても、まだ解明されていないのです。謎なのです。
イン　分からないのですか？
柴田　まだ分かっていないのです。
イン　わたしは、今日先生がお越しになるので、少し黒点についてお勉強をしようと思ったのですが、結局「ああ、わたしには黒点がなんでできるのか、分かんないわ」と思ってあきらめたのです。
柴田　それは専門の天文学者、宇宙物理学者もまだ分かっていないのです。
イン　良かったです。わたしが分かっていたら、では先生にご説明できるところだったのです。すみません。では、まだなぜ黒点ができるのか、分かっていないのですか？
柴田　そうなのです。
イン　では、なぜ増えたり、減ったりするのかも、分かっていないのですか？
柴田　それは分かっていません。ええ。ただ一つ分かっているのは、黒点というのは、すごく強い磁気を帯びています。一種の磁石なのです。
イン　はい。
柴田　地球もそうなのです。
イン　はい。
柴田　黒点もそうなのです。その磁気のエネルギーや力で、爆発がしょっちゅう起きるのです。黒点がたくさん出ると、太陽で爆発がいっぱい起きるのです。だから、太陽からいっぱいいろいろな光や、
イン　はい。熱？
柴田　放射線や、そのようなものが、黒点がたくさん出ると飛んでくるのです。それで、まだ分からないことはいっぱいあるのですけれども、どうも黒点がたくさん出ると、地球は暖かくなります。
イン　黒点がたくさん出ると、地球の温度が上がってくるのですか？
柴田　はい。それから黒点が少なくなると、地球は寒くなります。
イン　その逆ですね？
柴田　はい。ということが、何百年という、そのような歴史を調べると分かってきました。さらにはもっと、ガリレオより前のことも、そのころは黒点は直接観測できなかったのですけれども、別の方法でいろいろ推論をしますと、やはり黒点が多いのではないかと思われるときは暖かく、少ないのではないかと思われるときは寒冷化していました。そのようなことが、最近どんどん分かってきたのです。
イン　先生、ということは、よく言われる氷河期があります。あのときは、やはり黒点は少なかったと思われるのですか？
柴田　ええ、関係している可能性はあります。氷河期の原因はもちろんほかにもあるのですけれども、太陽がそれに関係している可能性もあります。それから今、地球温暖化と言われています。
イン　はい、そうです。
柴田　ＣＯ２の削減に努力しないといけないのはそうなのですけれども、でも今の最近50年間の温暖化は、太陽が関係している可能性も、実は否定はできないのです。
イン　でも地球の温暖化は、もう本当に１日に１回聞かない日、目にしない日がないぐらい、今言われていますけれども、「それと太陽とが関係が」などという記事は、ほとんど見かけません。
柴田　ええ、今までなかったのです。ただ、やはり僕たちも学者ですから、その現状を正しく世の中の人に伝えないといけないので、実は今年の５月に、地球惑星連合大会という学会がありました。
イン　地球惑星連合大会ですか？
柴田　はい。
イン　何か、１回行ってみたいです。
柴田　そこで何と、「地球温暖化の真相」というセッションがありました。
イン　はい。
柴田　世の中では、地球温暖化はＣＯ２が原因であると、もう決まったかのように言われているけれども、学問の立場から言うと、実はそのようなことはないのではないかというので、いろいろな分野の人が集まって議論をしましょうという、そのようなセッションがありました。そのようなところで、実は政治家の人もお呼びしたし、それからマスコミのかたもお呼びしました。
イン　先生、それは日本で開催されたのですか？
柴田　日本であったのです。わたしはそこに、「あ、面白いな」と思って、出席をしたのです。そうしたら太陽の可能性もあるということで、わたしは太陽を研究していますから、「あ、これは責任重大だな」と思いながら行ったのです。
イン　先生、そうです。頑張ってください。
柴田　ええ。
イン　では、今まで二酸化炭素による影響というものを、一番大きくクローズアップして、取り上げてこられたものを、もう一度ではないですけれども、正しく理解しないと、やはり原因を追求しいとだめなわけですか？
柴田　はい、そうです。
イン　いろいろな側面から考え直してみようではないか。
柴田　はい、そうです。
イン　ということは、先生、今黒点が多くなっているということですか？
柴田　ええ、最近50年間ぐらいは、実は長い歴史で見ますと黒点が多かった時期なのです。
イン　この長い歴史の中で、最近の50年は特に黒点が多く見られたのですか？
柴田　そうなのです。
イン　ということは、やはりデータ通り、このように暖かくなっているわけですか？
柴田　はい。それで、もっと昔にもある時期、黒点がたくさん出た時期があって、それでやはり温暖化していたのです。
イン　はい。
柴田　一方で、今から400年近く前です。
イン　先生、ちょうどガリレオのころですね。
柴田　そうです。それの少し後なのですが、17世紀の中ごろから後半なのですけれども、70年ぐらい黒点が非常に少なかった時期があったのです。
イン　70年間。
柴田　はい。
イン　それは、バーッと多くなったあとの、
柴田　はい、そうです。
イン　70年間が、今度また少なくなったということは、寒くなったということですか？
柴田　そうなのです。それでその時代は、実は小氷河期と呼ばれています。
イン　小氷河期。
柴田　完全な氷河期ではなくて、完全な氷河期は１万年以上前ですけれども、そのときは小氷河期、小さな氷河期ということです。
イン　いわゆる、プチ氷河期ですか？
柴田　そうですね。例えば、そのころのロンドンのテムズ川を写生した絵が残っていますが、凍っているのです。
イン　テムズ川がですか？
柴田　毎年冬になると凍るという、今は絶対凍らないのです。だからそれぐらい寒かったのです。
イン　ということは、もう明らかに通常の気温が違うということですか？
柴田　低かったのです。それからそのころに、ヨーロッパでペストが流行りました。もういっぱい人が死んだのです。ですからそのような病気や飢饉や戦争や革命、そのようなものが、そのような寒かった時期にたくさん起きているのです。そのようなことが、その時代だけではなく、実はもっと700年ぐらい前や1000年前などという時期もありました。
イン　はい。
柴田　調べると、今言いました、戦争や革命、飢饉など、結局人間の歴史も、ひょっとしたら。
イン　それとともに。
柴田　ええ、太陽の活動とともに起きているのかもしれないというようなことまで、最近分かりだしてきました。
イン　先生、ということは、今日の本題はここからですね。今世界が少し危ぐしているというのは、ここから今50年間黒点は多かった、このあとということですね？
柴田　そうなのです。
イン　少しここで、１曲挟んでから、後半に行きたいと思います。少しドキドキしてきました。ブレッド・アンド・バターで、「青い地平線」です。
（曲）
（ＣＭ）
イン　今日のゲストは、京都大学大学院、理学研究科附属、天文台長でいらっしゃいます、柴田一成先生にお越しいただきまして、太陽の黒点と地球の気温、温暖化、あるいはここからまた寒くなるのかなどというお話をしていただいているのですが、前半でお話をしていただきましたように、太陽の黒点が多いと地球は暖かく、少なくなると寒くなります。今までのデータを見ると、先生、ちょうどこのグラフを、年表がありまして、1650年から700年、この間ぐらいのおおよそ50年から1700年中盤ぐらいまでですか、少し小氷河期です。その次が1800年から50年ぐらいの間の50年間が、やはり少し気温が低くなっていました。いずれもその少し前は、暖かい時期が続いているのです。
柴田　はい。
イン　今回、過去50年を振り返ると、太陽の黒点は多くなっていて、皆さんご存じのように、地球は温暖化と言われています。先生、ここから先なのですが。
柴田　はい。
イン　地球はどうなっていくのですか？
柴田　黒点の数というのは、細かく見ると、11年で増えたり、減ったりするのです。
イン　11年周期ということですか？
柴田　はい、そうです。それで、本来であれば、最近の数年間がその11年周期の黒点が少ない時期だったのです。それが終わって、黒点がまた増え出します。
イン　これからはまた少し増えていくはずだということですか？
柴田　ええ、それでまた、11年周期が規則正しく続けばです。
イン　はい。
柴田　ところが続かなければ、これは少ないままです。
イン　このまま少なくなってしまうのではないか。
柴田　恐れもあるわけです。それを僕らはいつも心配しているのです。
イン　11年が来るたびにですか？
柴田　そうです。僕らは研究者ですから、黒点が少なくなると、研究のネタがなくなるのです。それが一番心配だったりします。
イン　先生、そちらなのですか。もっと人類のグローバルな範囲で。
柴田　いえ、ここだけの話です。
イン　ここだけで、電波流れています。11年周期であるのですね？
柴田　ええ。それで、ところが今年の初めに、新しい周期を示す黒点が出たのです。
イン　ということは、また今度増えるという兆しですか？
柴田　それで、安心したのです。
イン　はい。
柴田　それで、それを知人の新聞記者に話しましたら、「あ、それをじゃあ新聞に書きましょう」と、もうこれで寒くなることはないでしょうと、ところがそのあと、続かなかったのです。
イン　黒点がそこから……。
柴田　今年の１月に、新しい周期の黒点が現れたのに、本当はそのあと続々と黒点が出てくるはずでした。
イン　研究のネタが増えるはずだったのが。
柴田　全然、パタッと出てこなくなりました。
イン　あれ？
柴田　今年の７月、８月辺りになって、１カ月に黒点１個や２個と、その程度しか出てこなかったのです。
イン　先生の予測でいくと、今までの11年周期でいくと、１カ月にどれぐらい出るだろうと思われていたのですか？
柴田　はい、その数というのは、なかなか言いにくいのです。黒点が出た日ということでいうと、出た日というのは、今も少ない時期は１カ月の間で数日とか10日とかしか出ないなどということなのです。ところがこの７月、８月は１カ月に黒点が出た日が１日とか２日などです。本当だったら今ごろであったら、月のほとんどは、黒点は小さくても毎日どこかにあるというのを期待していたのに、そのようなことはないのです。
イン　出ないのですか？
柴田　なかなか出てこなくて、この状態がこれほど少ないのは、最近50年間なかったのです。それはまさに、先ほど言っていました、最近の50年間は黒点がたくさん活発に出た時期で、そのようなことはなかったのです。
イン　はい。
柴田　歴史をひも解くと、1933年ぐらいまでさかのぼると、これくらい黒点が少ない時期はあったのですけれども、それがさらに今後１年、もしこの状態が続いたら、400年前の、
イン　プチ氷河期？
柴田　になる恐れが、まだあるというのが心配なのです。
イン　では、今年の１月に、増えていく兆しが見えたから、「あ、大丈夫。プチ氷河期は来なさそうだな」と思ったのに、どうもあと１年様子を見ないと、今は言い切れない状況であるということですか？
柴田　そうなのです。
イン　そこが今、皆さんが世界中で危ぐされているわけですか？
柴田　ええ、そうなのです。もう太陽の国際会議をやるたびに、「今、太陽どうなってるんだろうね」という、そのような話をしているのです。
イン　ということは、太陽を研究されている先生がたは、皆さん今少し心配モードに入っていらっしゃるわけですか？
柴田　そうです。
イン　「このままいくとやばいぞ」という。
柴田　このままいくとネタがなくなります。
イン　そちらですか？　本当にそれは如実にデータとして今まで黒点と気温というのは、もうずっと最初からお話していただいているようにリンクしているわけですから……。
柴田　はい。そこを一応正確に言っておきますと、100％確立した話ではないのです。黒点と気温の関係というのは、いろいろ深い密接な状況証拠というものがあるのですけれども、ではどうして黒点が増えると暖かくなり、黒点が少なくなると寒冷化するのかというのは、まだ物理的に解明されていません。
イン　証明されていないのですね？
柴田　ええ。ですから、観測事実としても、まだ何しろ長い過去のことを調べることですから、100％確かではないのですけれども、可能性があるということです。
イン　そこが世界の学者の皆さんが、より一層研究を進めていらっしゃるところですか？
柴田　ええ。だからこれはもう重要で、解明しないといけません。
イン　ということですね。
柴田　もし万が一、これから寒冷化になったら本当に大変なことです。エネルギー問題、今ですらエネルギーが将来足りなくなるだろうと言われているのが、さらに寒くなってきたら、ますます必要になります。
イン　そうです。はい。
柴田　ですから本当に、その辺りのことを解明して、備えないといけません。
イン　そうですね。その地球の温暖化という問題のほうがクローズアップされていて、温暖化と二酸化炭素を減らそうということばかりに今皆さん意識がほとんどいっていると思うのです。もちろんその資源を大事にするという意味で、二酸化炭素を減らすことは重要なのですが、果たして二酸化炭素の量と地球の温暖化との関連も、実証はまだされていないのです。
柴田　そうです。
イン　「減らしたぞ。やったー！」と、みんなが喜んだときに、本当に地球の温度が少しでも下がるかどうかというのは、
柴田　それはまだ分からないわけです。
イン　分からないのですか？
柴田　ええ。
イン　逆にもし太陽の黒点が影響しているとするならば、柴田先生がたに頑張っていただいて、どのようにしたら黒点が増えるかを研究していただかないと、だめなわけですね？
柴田　はい。ただ、太陽のことをコントロールするのは無理ですから、それはそれで、そのような状況になったら、人間は地球のほうでどうすればいいかということを考えなければいけません。
イン　自衛策を考えなければいけないわけですね。
柴田　ええ。
イン　だから地球の温暖化にとってもうですし、それからこれから先の氷河期のような時代にもし入るとすれば、というときの対策を今おっしゃったように考えていかなければいけません。いろいろな面から考えても、やはりこの太陽の黒点の研究というのは、今後非常に、
柴田　そうです。すごく大事です。
イン　注目され、また大事に、そして先生にまたいち早く研究をしていただかないと、いや、もうこの番組に出ていただいている場合ではないです。
柴田　それで、どうして僕がここにいるのか、最近分かってきたという話をしたのですけれども、実はそれにつながっているのです。
イン　黒点とつながっているのですか？
柴田　ええ。結局、今最近1000年とか2000年ぐらいの歴史の話もしましたけれども、それも黒点の増減で影響を受けている可能性があります。さらに黒点がたくさん出ると、太陽で爆発がたくさん起きるのです。
イン　先ほどおっしゃっていましたね。
柴田　そうすると、放射線がいっぱいできるのです。いわゆる放射能です。地上にいたら大丈夫なのです。地球の厚い空気に守られていますから大丈夫なのですけれども、宇宙空間に行くと、もう太陽から爆発に伴っていっぱい放射線が飛んでくるのです。だから宇宙飛行士は、ものすごく危険な職業なのです。
イン　わたしは今、「ロケットに乗っていたら大丈夫なんですか？」と聞きそうになりました。
柴田　いや、もう本当に日本人の宇宙飛行士がいっぱい行って、船外活動をやっていまけれどもが、船外活動をしているときに、10年に１回の大爆発が起きると被爆する恐れがあります。命にも影響がある可能性があるのです。
イン　そのような危険性をはらんでいるのですか。
柴田　そうなのです。だから僕らは今、太陽は安全かどうかというのは、そのようなことを必ず宇宙飛行士に知らせるような、そのような研究をやっているわけです。それが調べていくと、爆発の発生頻度というのは、統計で調べると地震とよく似ています。地震というのは小さな地震はしょっちゅう起きるけれども、大きな地震はまれにしか起きないです。
イン　はい。
柴田　そのような傾向が太陽の爆発も一緒で、そのようにすると、ものすごく大きな、今10年に１回の爆発と言いましたけれども、例えば１万年に１回だとものすごく大きな、僕らが知っている爆発の、１万倍ぐらいの大きな爆発でも、１万年に１回は起きる可能性があるのです。
イン　はい。
柴田　そうすると、地上にいても、
イン　被爆してしまいますか？
柴田　放射線が届くかもしれません。
イン　はい。
柴田　人類の歴史というのは、100万年ですね。
イン　はい。
柴田　100万年もあったら、その間にものすごい大爆発が起きて、人類は影響を受けたかもしれません。そのようなことを考えていきますと、恐竜の絶滅は太陽の超巨大爆発で起きたのかもしれない、などと。
イン　被爆したことによって、恐竜が絶滅したと考えられなくもないのですか？
柴田　そのようなことまで、少しもちろんそれは……。
イン　まだまだ仮設の段階ではあります。
柴田　ええ。しかしとにかく太陽で起きたいろいろな爆発や何かの影響で、地球上の生命が影響を受けた可能性があるかもしれません。
イン　はい。
柴田　そのような、今の知っている爆発の１万倍のような大爆発が、では本当に起きるのかどうかというのは、実は、ほかの星を見れば、
イン　分かるのですか？
柴田　ええ。
イン　先生、だんだんお時間もなくなってきたのですが。
柴田　はい。それで分かってきたことは、生まれたばかりの星は、そのようなすごい爆発をいっぱい起こしていることが分かってきたのです。
イン　生まれたばかりの赤ちゃんの星は、そのような大爆発を起こしている？
柴田　ということは、太陽でも昔そのような時代、若かった時代がありました。そのようなときは、すごい爆発を起こしていました。そのような時代に地球ができて、生命も地球上に誕生したのです。そうすると、よくぞ地球上の生命は、そのような時代を生き延びてきたと、そのような話を生物の先生にしたことがあります。そうしたら生物の先生は、「いや、それは良かったかもしれません。ＤＮＡがそういう放射線で壊されて、進化が早くなったかもしれません」。
イン　でもそれは、あくまでもその生物の先生の仮設なわけですね？
柴田　ポジティブ・シンキングです。どちらか分かりません。良かったのか、悪かったのか分かりませんが、でも太陽の影響を受けて、僕らが今ここにいます。だから先ほど、今、どうしてここにいるのかだんだん分かってきたというのは、まさにそのようなことで、地球だけで閉じてここまで来たのではなくて、そのような宇宙の影響を受けつつ、それで今ここにいるのだということが分かってきたのです。
イン　先生のお話を聞いていると、でも何か地球の中で、もちろん資源を大事にして、ゴミも分別して、物を大事にするのは大切なことなのですけれども、地球の中というのは、何かものすごく小さいですね。
柴田　ええ、そうです。
イン　そう考えると、われわれというのは、宇宙によって、太陽によって何か生かされていたり、進化していたりということですね。
柴田　そうです。
イン　まだまだ先生のお話を聞いていると尽きないのですが、今日はこのぐらいにしていただいて、またお仕事の合間に、研究の合間にぜひ来てください。
柴田　はい。またぜひ呼んでください。
イン　はい。ええ、またわたしたちがどこからやってきたのか、分かりやすくお話をしていただきたいと思います。今日は本当にありがとうございました。
柴田　どうもありがとうございました。
イン　また黒点の研究も、新しい情報が分かりましたら、先生にお話をしていただきたいと思います。今日のゲストは、京都大学大学院、理学研究科附属、天文台長でいらっしゃいます、柴田一成先生でした。とても興味深いお話をありがとうございました。
柴田　ありがとうございました。
（録音終了）
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